
副
詞
「
随
分
」
な
ど
に
つ
い
て

播

磨

桂

子

は
じ
め
に

 
副
詞
「
ず
い
ぶ
ん
」
は
、
「
随
分
」
と
い
う
漢
語
で
あ
る
が
、
「
か
な
り
の
程

度
」
を
あ
ら
わ
す
程
度
副
詞
と
し
て
、
漢
語
で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
意
識
さ
れ

な
い
、
日
本
語
の
な
か
に
な
じ
ん
で
い
る
語
で
あ
る
。

こ
の
語
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
か
ら
の
歴
史
は
長
い
が
、
古
く
は
現
代
語
と
は
異

な
る
用
法
が
み
ら
れ
る
。

 
明
治
時
代
以
降
の
「
随
分
」
の
用
法
変
遷
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
哲
夫
（
1
9

8
0
、
1
9
8
9
）
の
論
考
が
あ
り
、
「
で
き
る
か
ぎ
り
」
の
意
義
を
も
っ
て
、

意
志
や
命
令
・
依
頼
な
ど
の
ム
ー
ド
に
係
る
用
法
、
お
よ
び
「
大
い
に
、
十
分
」

の
意
義
の
も
と
に
話
者
の
予
測
に
関
わ
っ
て
い
る
用
法
、
す
な
わ
ち
主
体
的
・

主
観
的
な
も
の
へ
係
っ
て
い
く
意
義
用
法
が
衰
滅
し
客
観
的
な
コ
ト
・
モ
ノ
・

サ
マ
に
係
り
、
頻
度
や
量
や
程
度
が
相
当
、
か
な
り
で
あ
る
こ
と
を
示
す
用
法

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
に
よ

に
限
定
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

 
ま
た
小
学
館
『
古
語
大
辞
典
』
の
「
随
分
」
の
項
に
、
そ
の
文
字
通
り
、
分

に
随
う
の
意
で
使
わ
れ
た
の
が
、
自
分
と
し
て
の
出
来
る
限
り
と
い
う
こ
と
か

ら
、
「
大
い
に
。
す
こ
ぶ
る
。
か
な
り
」
ま
た
「
出
来
る
だ
け
。
精
一
杯
。
せ

い
ぜ
い
」
の
意
に
転
じ
た
と
い
う
語
誌
が
前
田
富
祓
氏
に
よ
っ
て
、
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
に
は
さ
ら
に
「
相
応
す
る
と
い
う
意
の
『
相
当
』
が
程
度
の
甚
だ

し
い
意
に
な
り
、
身
の
程
を
示
す
『
分
限
』
が
身
の
程
を
超
え
て
金
を
持
つ
金

持
ち
の
意
に
な
る
な
ど
、
類
似
の
例
が
多
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
相
当
」

な
ど
は
、
現
在
「
随
分
」
と
程
度
副
詞
と
し
て
類
義
語
で
あ
る
一
方
、
「
千
円

相
当
の
品
」
「
こ
の
罪
は
死
罪
に
相
当
す
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
相
応
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
げ
フ
こ

と
い
う
意
味
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。

一 
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
「
随
分
」
の
漢
語
と
し
て
の
も
と
も
と
の
意
味
用
法

で
あ
る
が
、
『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

①
分
に
従
ふ
。
分
相
応
。

②
當
然
さ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
。
唐
詩
に
習
用
し
た
當
時
の
口
語
。

③
す
こ
ぶ
る
。
よ
ほ
ど
。
か
な
り
。
相
当
。

こ
の
う
ち
③
は
、
日
本
語
と
し
て
独
自
に
生
じ
た
意
味
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

漢
籍
・
仏
典
に
見
ら
れ
る
用
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ω
草
木
叢
林
 
随
分
豊
潤
〈
草
木
叢
林
 
分
に
随
ひ
て
潤
を
受
く
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
妙
法
蓮
華
経
巻
第
二
）

働
随
分
笙
歌
柳
自
楽
、
等
閑
篇
詠
被
人
知

（93）

副
詞
「
随
分
」
な
ど
に
つ
い
て



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
白
字
文
集
巻
二
十
四
、
解
答
劉
和
州
詩
）

㈹
随
分
猫
眠
秋
殿
裏
 
遥
豪
語
笑
自
天
来
 
 
 
 
 
（
三
分
韻
府
、
李
端
黒
）

ω
向
誰
曾
艶
冶
 
随
分
得
聲
名
 
 
 
 
 
（
侃
分
置
注
、
羅
隠
題
蘇
小
墓
詩
）

ω
お
よ
び
㈲
の
例
は
、
「
分
に
随
う
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

偶
お
よ
び
佃
は
大
漢
和
辞
典
の
②
の
用
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。 

こ
の
漢
語
「
随
分
」
に
は
、
「
ナ
フ
サ
ナ
フ
サ
」
な
ど
の
和
訓
が
施
さ
れ
る
。

ω
の
白
居
易
の
詩
句
は
、
和
漢
朗
詠
集
に
も
採
ら
れ
て
い
る
が
、
次
に
あ
げ
る

と
お
り
、
語
形
の
相
違
す
る
い
く
つ
か
の
訓
が
み
ら
れ
る
。
（
〈
〉
内
に
訓
を

 
 
 
 
 
 
 
ぼ
ニ

記
す
。
〈
右
側
・
左
側
〉
）

a
．
随
分
〈
ナ
フ
サ
〈
・
ナ
ツ
サ
〈
〉

 
 
 
 
 
（
専
修
大
学
図
書
館
蔵
建
長
三
年
・
正
元
元
年
写
本
和
漢
朗
詠
集
）

b
 
随
分
〈
ナ
フ
サ
ー
・
〉
（
岩
瀬
文
庫
蔵
延
慶
二
年
本
写
本
和
漢
朗
詠
集
）

c
．
、
随
分
く
ナ
フ
サ
ー
・
ナ
ツ
サ
く
V

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
天
理
図
書
館
蔵
貞
和
三
年
写
本
和
漢
朗
詠
集
）

d
．
随
分
〈
ナ
フ
サ
〈
・
〉
（
山
田
俊
雄
教
授
蔵
寛
正
四
年
本
和
漢
朗
詠
集
）

e
．
随
分
〈
ナ
ツ
サ
〈
 
ナ
ブ
サ
ー
 
ナ
ウ
サ
〈
・
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
室
町
期
右
岸
二
本
和
漢
朗
詠
集
）

f
．
随
分
〈
フ
サ
 
 
 
・
ナ
ツ
サ
ー
〉

 
 
 
 
 
ナ
ツ
サ
く
ノ
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
菅
原
長
親
許
和
漢
朗
詠
集
）

9
，
随
分
〈
オ
フ
サ
〈
ノ
・
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
（
墨
流
本
和
漢
朗
詠
集
）

h
．
随
分
〈
ナ
ブ
サ
〈
ノ
〉
 
 
 
 
 
（
内
閣
文
庫
蔵
和
漢
朗
詠
集
私
注
）

 
．
随
分
〈
・
ナ
ウ
サ
〈
ノ
〉
 
 
 
 
 
（
金
沢
文
庫
本
錦
茸
文
集
 
四
）

 
こ
れ
ら
の
語
形
間
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
片
仮
名
の
字
形
の
類
似
か
ら
、
ナ

と
オ
、
ウ
と
ツ
が
紛
れ
た
も
の
か
、
ナ
ツ
サ
は
ナ
フ
サ
の
促
音
便
形
か
、
別
々

の
同
義
語
が
存
在
す
る
の
か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
考
察
す
べ
き
で
あ
る
が
、
ま

だ
解
答
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

 
伊
勢
物
語
九
十
三
段
の
、
「
あ
ふ
な
あ
ふ
な
思
ひ
は
す
べ
し
な
ぞ
へ
な
く
高

き
卑
し
き
苦
る
し
か
り
け
り
」
の
「
あ
ふ
な
あ
ふ
な
」
と
い
う
語
に
、
伊
勢
物

語
・
真
名
本
に
お
い
て
「
随
分
」
が
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
「
な
ふ
さ
な
ふ
さ
」

と
の
親
近
関
係
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
語
に
も
、
「
あ
ふ
な
あ
ふ
な
」
が
「
あ

ぶ
な
あ
ぶ
な
」
か
、
清
濁
両
説
の
あ
る
点
な
ど
興
味
深
く
、
併
せ
て
考
え
た
い
。

二 
平
安
時
代
の
和
文
資
料
で
は
、
源
氏
物
語
に
次
の
三
例
が
み
ら
れ
る
。

㈲
た
・
う
は
へ
は
か
り
の
な
さ
け
に
て
は
し
り
が
き
お
り
ふ
し
の
い
ら
へ
心
え

 
て
う
ち
し
な
と
は
か
り
は
す
い
ふ
ん
に
よ
ろ
し
き
も
お
ほ
か
り
と
み
給
れ
と

 
…
（
源
氏
物
語
・
土
木
）

㈲
三
条
ら
も
す
い
ふ
ん
に
さ
か
へ
て
か
へ
り
申
は
つ
か
う
ま
つ
ら
む
と
ひ
た
い

 
に
て
を
あ
て
・
ね
む
し
い
り
て
を
り
（
源
氏
物
語
・
玉
か
づ
ら
）

ω
女
こ
の
か
は
り
に
と
思
よ
ろ
こ
ひ
侍
て
す
い
ふ
ん
に
い
た
は
り
か
し
つ
き
侍

 
け
る
を
か
く
な
り
た
れ
は
う
ら
み
侍
な
り
（
源
氏
物
語
・
手
習
）

 
係
り
先
は
㈲
「
よ
ろ
し
き
」
㈲
「
さ
か
へ
て
」
ω
「
い
た
は
り
か
し
つ
き
侍

け
る
」
で
、
現
代
語
の
「
随
分
」
な
ど
の
程
度
副
詞
の
か
か
り
先
と
変
わ
ら
な

い
が
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
身
分
や
才
能
な
ど
の
「
分
相
応
に
」
の
意
を
も
っ
て

使
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
文
字
通
り
の
分
相
応
で
は
な
く
、
そ
の
「
分
」
に
応

じ
た
精
一
杯
と
い
う
意
味
合
い
が
強
く
、
プ
ラ
ス
方
向
の
程
度
を
感
じ
さ
せ
る
。

そ
こ
で
形
容
詞
な
ど
の
状
態
性
の
語
に
係
る
場
合
に
は
、
そ
の
状
態
の
程
度
が

か
な
り
で
あ
る
意
味
を
示
す
方
向
に
傾
き
、
動
作
性
の
語
に
係
る
場
合
に
は
、

（94）



そ
の
動
作
を
「
で
き
る
か
ぎ
り
、
精
一
杯
」
行
う
意
味
に
傾
い
て
い
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

 
今
昔
物
語
集
に
は
源
氏
物
語
と
同
様
の
「
随
分
に
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
「
随
分
ノ
貯
」
と
い
う
連
体
修
飾
の
例
が
見
ら
れ
る
。
現
代
語
の
「
相
当
」

も
連
体
修
飾
に
「
相
当
の
」
の
形
を
も
ち
、
連
用
修
飾
形
と
し
て
、
「
相
当
に
」

が
用
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
文
法
的
振
舞
い
が
共
通
す
る
が
、
ま
だ
助
詞
を
と
も

な
わ
ず
に
程
度
副
詞
と
し
て
働
く
用
法
は
み
ら
れ
な
い
。

㈹
妻
子
、
此
レ
ヲ
聞
キ
泣
キ
悲
ム
デ
、
随
分
二
貯
ヲ
投
棄
テ
、
心
ヲ
至
シ
テ
法

 
華
経
一
部
ヲ
書
写
供
養
シ
奉
り
ツ
（
今
昔
物
語
集
し
巻
＝
二
・
四
四
）

㈲
亦
、
真
言
ヲ
持
テ
年
来
行
フ
間
、
随
分
二
十
ノ
馬
丁
リ

 
（
今
昔
物
語
集
・
巻
一
四
・
二
五
）

㈲
年
来
随
劃
仕
タ
レ
バ
、
此
マ
デ
疑
ヒ
思
食
シ
テ
仰
受
給
フ
コ
ソ
ロ
惜

 
ク
候
へ
（
今
昔
物
語
集
・
巻
二
八
・
三
こ

以
後
、
鎌
倉
時
代
の
文
献
に
も
、
次
の
よ
う
に
「
分
相
応
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応

じ
て
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。

⑳
内
く
ノ
ス
エ
ザ
マ
ノ
人
ノ
家
ノ
ヲ
サ
ム
ル
ヤ
ウ
モ
、
タ
“
オ
ナ
ジ
コ
ト
ニ

 
テ
、
随
分
く
ニ
ハ
ア
ル
コ
ト
ゾ
カ
シ
。
（
愚
管
抄
・
巻
第
四
・
後
前
條
）

02

@
ハ
随
分
二
皆
、
 
 
意
ハ
ト
グ
ル
 
ナ
ル
ヲ
、
ス
グ
ル
案
ヲ
タ
“
ヨ
ク

 
ー
ヒ
カ
フ
ベ
キ
事
也
（
愚
管
抄
・
巻
第
六
・
後
鳥
羽
）

ω
随
分
ノ
利
益
面
々
ニ
ム
ナ
シ
カ
ラ
ズ
ナ
ン
有
ケ
リ
（
沙
石
集
・
一
ノ
ニ
）

㈲
世
ク
タ
レ
リ
ト
イ
フ
ト
モ
随
分
二
宮
ノ
制
戒
ヲ
モ
守
り
乗
ノ
修
行
ヲ
コ
タ

 
ラ
ス
ハ
我
眼
精
ヲ
マ
ホ
ル
カ
コ
．
ト
ク
マ
ホ
ラ
ン
ト
佛
ノ
御
前
ニ
テ
誓
ヲ
獲
セ

 
ル
（
沙
石
集
・
九
）

副
詞
「
随
分
」
な
ど
に
つ
い
て

三 
中
世
の
軍
記
物
語
に
は
、
「
随
分
に
」
の
「
に
」
が
な
い
語
形
が
も
ち
い
ら
れ
、

同
時
に
「
分
相
応
に
」
と
い
う
意
味
が
薄
れ
、
よ
り
程
度
的
な
も
の
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
段
階
に
お
よ
ん
で
副
詞
と
し
て
完
成
し
た
と
い
え
よ

う
。
平
家
物
語
に
は
六
例
現
れ
る
が
、
次
の
五
例
の
か
か
り
先
は
㈹
「
口
入
を

も
て
」
㈲
「
悲
涙
を
お
さ
へ
」
0
8
「
執
り
申
し
か
」
⑲
「
芳
心
せ
ら
れ
て
」
働

恩
を
か
う
む
り
し
か
し
と
い
っ
た
動
作
性
の
語
句
で
あ
り
、
「
で
き
る
だ
け
、

精
一
杯
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

個
「
康
頼
法
師
が
事
は
さ
る
事
な
れ
共
、
俊
寛
は
随
分
入
道
が
口
入
を
も
て
人

 
と
な
た
る
物
ぞ
か
し
…
（
覚
一
本
平
家
物
語
・
巻
第
三
）

働
ま
つ
内
府
が
身
ま
か
り
候
ぬ
る
事
、
当
家
の
運
命
を
は
か
る
に
も
、
入
道
随

 
分
悲
涙
を
お
さ
へ
て
こ
そ
罷
斥
候
へ
。
（
覚
一
本
平
家
物
語
・
巻
第
三
）

⑯
次
に
、
中
納
言
閾
の
候
し
時
、
二
位
中
将
の
所
望
候
し
を
、
入
道
随
感
…
執
桝

 
申
し
か
共
、
遂
に
御
承
引
な
く
し
て
、
関
白
の
息
を
な
さ
る
・
事
は
い
か
に
。

 
（
覚
一
本
平
家
物
語
・
巻
第
三
）

㈲
随
分
同
齢
ど
も
に
も
芳
心
せ
ら
れ
て
こ
そ
ま
か
り
す
ぎ
候
し
か

 
（
覚
一
本
平
家
物
語
・
巻
第
十
）

⑳
「
東
国
北
国
の
物
ど
も
も
随
分
恩
を
か
う
む
ゆ
し
か
ど
も
、
恩
を
わ
す
れ
契

 
を
変
じ
て
、
頼
朝
、
義
仲
等
に
し
た
が
ひ
き
（
覚
一
本
平
家
物
語
・
巻
第
十
）

 
な
お
次
の
一
例
は
、
「
一
と
し
て
心
に
か
な
は
ず
と
い
ふ
事
な
し
」
が
す
で

に
「
一
と
し
て
…
な
し
」
の
呼
応
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
「
随
分
」
は
こ
の
句

全
体
に
係
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
右
の
四
例
と
同
じ
意
味
で
は
解
釈
し
が
た
い
。

⑳
此
句
に
は
粟
散
辺
土
な
り
と
い
へ
ど
も
、
恭
く
十
善
の
鯨
薫
に
答
へ
て
、
万

乗
の
あ
る
じ
と
な
り
、
随
分
一
と
し
て
心
に
か
な
は
ず
と
い
ふ
事
な
し

（95）



 
（
覚
一
本
平
家
物
語
・
潅
頂
巻
）

「
万
乗
の
あ
る
じ
」
と
い
う
そ
の
身
分
に
相
応
し
て
、
』
と
し
て
心
に
か
な

は
ず
と
い
ふ
事
な
し
し
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
あ
る
こ
と
が
ら
が
、
分
に
相
応
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
つ
り
あ
い
が
と
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
分
に
対

し
て
そ
の
こ
と
が
ら
が
当
然
の
事
象
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
に
も
な
る
。
す
る

と
こ
の
例
は
、
大
漢
和
辞
典
に
「
當
然
さ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
。
」
と
記
さ

れ
て
い
る
唐
心
の
口
語
の
用
法
に
通
じ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

『
保
元
物
語
（
岩
波
古
典
文
学
大
系
・
金
刀
比
羅
宮
蔵
本
）
』
に
は
次
の
三
例
が

見
ら
れ
る
。

㈱
伊
藤
六
は
や
射
お
と
さ
れ
候
ぬ
。
奴
に
も
随
分
曹
達
鎧
を
き
せ
て
候
つ

 
る
も
の
を
。
（
保
元
物
語
隔
中
）

㈱
是
を
ば
随
分
目
は
つ
か
し
き
者
共
に
て
有
物
を
。
人
に
語
ら
ん
こ
と
の
は
つ

 
か
し
さ
よ
。
口
旧
事
か
な
。
（
保
元
物
語
・
中
）

⑳
大
臣
は
此
世
に
て
も
、
随
分
意
趣
深
か
り
し
人
な
れ
ば
、
苔
の
下
位
さ
こ
そ

 
思
は
る
ら
め
。
（
保
元
物
語
・
下
）

い
ず
れ
も
「
よ
き
」
「
目
は
つ
か
し
き
」
「
意
趣
深
か
り
し
」
と
い
っ
た
状
態
性

の
語
に
か
か
っ
て
、
そ
の
程
度
が
か
な
り
で
あ
る
こ
と
を
表
す
用
法
で
あ
り
、

現
代
語
の
「
随
分
」
に
等
し
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
保
元
物
語
の
文
保
本

お
よ
び
半
井
本
で
は
、
該
当
の
箇
所
に
「
随
分
」
の
語
は
見
ら
れ
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
用
法
は
、
室
町
時
代
以
降
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
圏
の
箇
所
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

 
ナ
ノ
メ
ナ
ラ
ス
此
世
二
執
深
カ
リ
シ
人
ナ
レ
ハ
三
跡
マ
テ
モ
サ
コ
ソ
御
座
ラ

フ
（
影
考
館
蔵
半
井
本
保
元
物
語
・
下
巻
）

 
室
町
期
の
『
義
経
記
』
に
は
、
次
の
2
例
が
み
ら
れ
る
。

㈱
先
祖
の
恥
を
清
め
、
亡
魂
の
憤
り
を
休
め
奉
る
事
は
本
意
な
れ
ど
も
、
劇
分

 
に
営
繕
の
気
色
に
相
協
ひ
奉
ら
ん
と
て
こ
そ
身
を
砕
き
て
は
振
舞
ひ
し
か
、

 
（
義
経
記
・
巻
第
四
）

⑳
屋
嶋
、
摂
津
国
、
長
門
の
壇
浦
、
吉
野
の
奥
の
合
戦
ま
で
、
随
州
翻
］

 
き
物
と
こ
そ
思
ひ
つ
れ
ど
も
、
そ
の
期
な
ら
ね
ば
今
日
ま
で
延
び
ぬ
。

 
（
義
経
記
・
巻
第
六
）

 
飼
で
は
「
随
分
に
」
の
形
で
、
「
位
殿
の
気
色
に
相
協
ひ
奉
ら
ん
」
と
い
う

意
志
の
表
現
に
係
り
、
㊧
は
「
随
分
」
の
形
で
「
身
を
ば
亡
き
物
と
こ
そ
思
ひ

つ
れ
」
と
い
う
完
了
態
の
動
詞
句
に
係
る
。
⑳
は
そ
の
意
志
表
現
を
強
め
る
「
で

き
る
だ
け
」
の
意
味
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
㈱
は
こ
と
が
ら
と
し
て
捉
え

た
事
態
の
程
度
を
は
か
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
の
例
も
、
程
度
が
か
な
り
の
も
の
で
あ
る
意
を
表
す
も
の
と
言
っ
て
よ
い
で
 
 
引

あ
ろ
う
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り

69

ｳ
れ
ば
、
主
の
心
に
は
、
随
分
調
馴
と
思
へ
ど
も
、
人
の
目
に
見
ゆ
る
・

 
公
案
な
か
ら
ん
は
、
田
舎
の
花
、
藪
梅
な
ど
の
、
い
た
づ
ら
に
咲
き
匂
は
ん

 
が
如
し
。
（
風
姿
花
虻
）

勧
た
と
ひ
随
分
梱
響
上
手
名
人
な
り
と
も
、
こ
の
花
の
公
案
な
か
ら
ん
為

 
手
は
、
上
手
に
て
は
通
る
と
も
、
花
は
後
ま
で
は
あ
る
ま
じ
き
な
り
（
風
姿

 
花
伝
）

 
こ
の
期
の
副
詞
と
し
て
の
「
随
分
」
は
、
「
で
き
る
だ
け
、
精
一
杯
」
の
意

味
を
表
す
も
の
と
、
程
度
が
か
な
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
す
も
の
の
二
用

法
を
も
つ
と
い
え
よ
う
。

四 
次
に
、
抄
物
に
み
ら
れ
る
「
随
分
」
の
用
法
を
あ
げ
る
。
こ
こ
で
は
く
随
分



ノ
［
体
言
］
〉
の
形
で
、
「
相
当
に
立
派
で
あ
る
、
す
ぐ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
表

す
用
法
が
多
く
み
ら
れ
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

鮒
謙
岩
モ
随
分
翻
也
（
中
華
若
木
詩
抄
 
上
2
0
ウ
）

⑭
珪
ハ
楚
ノ
随
響
ソ
相
ホ
ト
ノ
者
ソ
（
史
記
抄
 
一
〇
・
4
5
ウ
）

㈲
跨
分
ノ
在
位
ノ
人
力
徳
ヲ
好
マ
イ
テ
美
色
ヲ
好
ソ
（
毛
詩
抄
 
七
・
1
2
オ
）

岡
此
大
将
ハ
サ
ル
人
チ
ャ
随
分
ノ
ヒ
ト
チ
ャ
京
染
イ
ラ
レ
タ
時
ハ
活
計
ヲ
セ
ラ

 
レ
タ
カ
今
ハ
タ
・
ハ
イ
ラ
レ
ヌ
ヨ
（
毛
詩
抄
 
九
・
2
3
オ
）

 
ま
た
、
〈
随
分
ト
思
〉
と
い
う
表
現
も
多
く
み
ら
れ
、
こ
れ
も
相
当
に
す
ぐ

れ
て
い
る
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

勧
我
ハ
随
分
ト
ヲ
モ
ヘ
ト
モ
。
人
力
云
コ
ト
ハ
。
マ
ヅ
ハ
。
ヲ
サ
ナ
ガ
マ
シ
キ

 
コ
ト
ヲ
セ
ラ
ル
・
。
（
中
華
若
木
詩
抄
 
中
1
5
ウ
）

囲
恵
蕎
力
劉
必
聴
ル
…
ト
云
フ
句
ア
リ
（
中
華
若
木
詩
抄
 
下
2
オ
）

働
此
以
上
ノ
四
句
ハ
皆
小
人
ト
モ
ノ
妄
二
我
カ
所
依
ヲ
岡
二
審
処
ヲ
云
ソ

 
（
四
河
入
海
 
十
八
ノ
ニ
2
6
ウ
）

㈹
サ
ル
程
二
如
此
云
処
テ
ハ
善
ノ
随
書
誌
ス
ラ
ク
ツ
レ
テ
ノ
ク
ル
ソ
 
況

 
不
善
ノ
心
ハ
萌
シ
テ
起
ル
事
ハ
ア
ル
マ
イ
ソ
（
四
河
入
海
二
十
ノ
四
4
2
オ
）

 
こ
れ
ら
の
「
随
分
」
は
、
「
分
相
応
」
の
範
囲
内
で
の
プ
ラ
ス
評
価
で
は
な
く
、

積
極
的
に
高
い
程
度
で
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
す
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で

あ
り
、
漢
語
の
「
随
分
」
の
原
義
か
ら
は
は
な
れ
て
い
る
。

「
随
分
」
の
副
詞
と
し
て
の
用
法
に
つ
い
で
は
、
㈲
依
頼
・
命
令
や
意
志
の
表

現
に
係
る
も
の
圖
動
作
性
の
語
句
に
係
る
も
の
◎
状
態
性
の
語
句
に
係
る
も
の

が
あ
る
。
囚
個
の
「
随
分
」
は
「
で
き
る
だ
け
、
精
一
杯
」
の
意
味
を
有
し
て

お
り
、
◎
は
程
度
が
か
な
り
で
あ
る
こ
と
を
表
す
と
解
釈
で
き
る
。

副
詞
「
随
分
」
な
ど
に
つ
い
て

囚
依
頼
・
命
令
、
意
志
の
表
現
に
係
る
例

㈲
聰
ス
ト
ハ
稽
三
イ
ッ
テ
コ
ナ
タ
へ
御
出
ア
レ
随
分
用
ト
云
コ
ト
ソ

 
（
蒙
求
抄
一
4
6
オ
）

幽
大
事
ノ
事
テ
候
ホ
ト
ニ
ト
云
テ
イ
ケ
ン
ヲ
ハ
エ
云
候
マ
イ
ト
云
者
モ
随
黒
総

 
見
申
サ
ウ
ト
云
ソ
（
蒙
求
抄
二
3
3
ウ
）

⑱
今
我
獄
中
貸
入
テ
ア
レ
．
下
之
分
節
ヲ
モ
不
可
屈
ト
思
タ
レ
ト
モ
入
獄
テ
ハ
モ

 
ト
ノ
威
モ
損
蓋
ソ
（
四
河
入
海
五
ノ
三
2
9
ウ
）

圓
何
事
テ
マ
リ
随
分
御
意
二
三
ウ
マ
イ
ト
シ
テ
レ
ハ
ソ
ナ
タ
ニ
ハ
心
力
専
一
ニ

 
ハ
無
テ
ニ
三
二
心
ラ
持
テ
ス
テ
ラ
ル
・
ソ
（
毛
詩
抄
 
3
ー
ウ
）

㈲
辛
労
ヲ
随
分
劃
（
毛
詩
抄
 
九
6
オ
）

㈲
動
作
性
の
語
句
に
係
る
例

㈹
尚
書
湯
王
ノ
徳
ヲ
美
ル
時
斉
聖
霜
野
ト
ホ
メ
タ
ソ
随
劃
時
云
時
ア

 
リ
サ
レ
ト
モ
コ
・
サ
ノ
ミ
成
人
テ
ハ
ナ
イ
ソ
（
毛
詩
抄
 
一
二
3
0
ウ
）

㈲
随
州
劉
共
耳
ニ
キ
・
入
ラ
レ
ヌ
ソ
（
毛
詩
抄
 
一
八
1
2
ウ
）

⑱
随
分
ツ
・
シ
ウ
テ
居
レ
ト
モ
読
言
カ
ヲ
・
イ
ソ
（
毛
詩
抄
一
一
8
オ
）

◎
状
態
性
の
語
句
に
係
る
例

㈲
随
分
ヲ
リ
シ
リ
ガ
ヲ
ニ
タ
陽
ニ
ナ
リ
タ
ル
ハ
御
三
キ
ア
レ
ト
ス
ス
ム
ス
ヤ
ゥ

 
ナ
ゾ
（
中
華
若
木
詩
抄
中
6
オ
）

㈹
蒲
鞭
ヲ
用
ハ
随
分
ヨ
ケ
レ
ト
モ
一
向
無
事
ノ
時
ハ
蒲
鞭
モ
不
入
ソ

 
（
四
書
入
海
 
一
一
一
ノ
三
4
9
オ
）

励
一
尺
ハ
随
分
長
ケ
レ
ト
モ
一
、
尺
ヨ
リ
上
ノ
用
広
平
短
テ
用
二
不
立
ソ

 
（
史
記
抄
 
一
一
・
'
1
ー
ウ
）

國
臣
為
ノ
随
州
憂
事
ト
思
テ
カ
ウ
シ
タ
カ
ワ
ル
イ
ス
マ
シ
イ
事
テ
サ
ウ
ケ
ル

 
ト
云
ソ
（
史
記
抄
 
一
一
・
9
2
ウ
）

（97）



63
･
ハ
随
分
ヨ
ケ
レ
ト
モ
ナ
ヲ
造
作
ナ
レ
ハ
訳
無
ハ
只
熟
睡
シ
テ
ナ
ニ
ヲ
モ
不

 
知
シ
テ
（
星
河
入
海
 
五
ノ
一
1
9
オ
）

 
側
個
◎
と
も
に
、
「
随
分
」
は
程
度
を
示
す
が
、
囚
の
依
頼
・
命
令
や
意
志

の
表
現
に
用
い
ら
れ
る
も
の
は
、
実
現
す
べ
き
程
度
を
測
り
、
個
◎
は
コ
ト
ガ

う
お
よ
び
サ
マ
の
現
実
の
程
度
を
測
る
。
し
た
が
っ
て
㈲
の
「
で
き
る
か
ぎ
り
、

精
一
杯
」
の
意
味
は
、
極
め
て
◎
と
同
様
に
「
程
度
が
か
な
り
で
あ
る
こ
と
」

と
近
い
も
の
と
な
る
。

 
ま
た
、
程
度
が
か
な
り
で
あ
る
意
味
の
「
随
分
」
が
、
多
く
逆
接
の
従
属
節

に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
6
◎
励
國
な
ど
で
は
、
「
ヨ
ィ
」
程
度

や
「
長
イ
」
程
度
が
か
な
り
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
が
、
逆
接
の
あ
と
の

「
一
向
無
事
ノ
時
ハ
蒲
鞭
モ
不
入
ソ
」
「
一
尺
ヨ
リ
上
ノ
用
ニ
起
票
テ
用
二
不

立
ソ
」
な
ど
の
表
現
は
、
「
ヨ
イ
」
程
度
「
長
イ
」
程
度
の
高
さ
が
あ
る
限
度

付
き
で
、
プ
ラ
ス
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
応
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

時
代
の
「
随
分
」
の
示
す
程
度
は
、
現
代
語
の
も
の
よ
り
も
や
や
低
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

五 
次
に
、
江
戸
時
代
の
狂
言
台
本
な
ど
に
み
ら
れ
る
例
を
あ
げ
る
。
こ
こ
で
も

係
り
先
で
は
ω
依
頼
・
命
令
、
意
志
の
表
現
に
係
る
も
の
⑬
動
作
性
の
語
句
に

係
る
も
の
◎
状
態
性
の
語
句
に
係
る
も
の
、
意
味
の
上
で
は
「
で
き
る
か
ぎ
り
、

精
一
杯
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
、
．
程
度
が
か
な
り
で
あ
る
こ
と

を
表
す
用
法
に
わ
け
ら
れ
る
。

㈲
依
頼
・
命
令
、
意
志
の
表
現
に
係
る
例

圓
鞍
覆
は
乗
敷
し
て
、
随
分
捨
て
な
い
が
よ
い
そ
（
雑
兵
物
語
）

㈹
誰
と
て
も
、
後
世
を
願
ふ
ほ
ど
結
構
な
こ
と
は
な
け
れ
ど
も
、
こ
と
に
女
郎

は
罪
が
深
か
ろ
程
に
随
分
勤
め
の
暇
に
は
後
世
を
願
や
。
（
難
波
鉦
）

岡
お
心
や
す
ふ
お
ぼ
し
め
せ
、
随
分
御
馳
走
申
さ
う
（
虎
明
本
狂
言
・
粟
田
口
）

働
き
う
く
つ
な
り
共
、
あ
す
ま
で
い
て
く
れ
ひ
、
し
ぜ
ん
山
の
か
み
が
き
て
、

 
此
小
袖
を
と
れ
と
云
共
、
か
ま
ひ
て
と
る
な
 
随
分
と
り
ま
ら
す
ま
ひ

 
（
虎
巻
本
狂
言
・
は
な
ご
）

63

烽
ｻ
っ
と
じ
ゃ
。
随
州
急
葛
。
（
虎
寛
切
狂
言
・
あ
は
た
口
）

69
助
ｪ
此
度
は
 
は
よ
ふ
帰
ら
ふ
ぞ
（
続
狂
言
記
・
に
な
ひ
文
）

㈹
娘
は
も
た
ず
天
に
も
地
に
も
た
っ
た
ひ
と
り
の
花
よ
め
、
ま
つ
こ
の
水
と
ら

 
る
・
も
、
こ
つ
ひ
ろ
わ
る
・
も
そ
な
た
、
ず
い
ぶ
ん
か
う
く
に
し
て
た
も

 
（
心
中
宵
庚
申
）

㈲
動
作
性
の
語
句
に
係
る
例

69
ｴ
事
で
御
ざ
る
、
某
も
随
分
応
か
し
こ
を
才
覚
至
が
、
坊
主
は
あ
ま
た
御
ざ
 
 
濁

 
れ
ど
も
、
然
し
つ
べ
し
出
家
が
御
ざ
な
ふ
て
、
（
虎
明
本
狂
言
・
腹
不
立
）
 
 
ω

㈱
夫
よ
り
狐
一
の
松
へ
出
る
と
き
も
随
分
頭
を
下
げ
目
を
付
け
て
居
る
。

 
（
虎
寛
本
狂
言
・
釣
狐
）

63
ｵ
も
か
わ
ひ
事
で
ご
ざ
る
、
我
も
久
し
う
な
じ
う
で
ご
ざ
れ
ば
、
随
分
取
合

 
を
著
て
見
た
れ
ハ
、
つ
み
に
御
が
っ
て
ん
も
ま
い
ら
ず
（
虎
二
本
狂
言
・
ぶ

 
あ
く
）

64
р
熕
助
ｪ
が
く
を
仕
た
れ
共
、
今
ま
で
か
み
な
り
殿
の
れ
う
じ
の
い
た
し
た

 
う
を
な
ら
は
な
ん
で
御
ざ
る
（
虎
明
本
狂
言
・
か
み
な
り
）

鯛
親
の
き
ら
ふ
女
房
に
ず
い
ぶ
ん
と
か
う
く
つ
く
し
、
親
に
は
不
孝
つ
く
し

 
や
（
心
中
宵
庚
申
）

◎
状
態
性
の
語
句
に
係
る
例

岡
随
翻
、
つ
よ
い
女
郎
で
ご
ざ
ん
す
が
、
（
難
波
鉦
）



勧
そ
れ
は
う
れ
し
う
ご
ざ
る
。
こ
な
た
の
仰
ら
る
・
ほ
ど
な
ら
ば
、
随
劉

い
に
な
く
は
、
さ
や
う
に
仰
ら
れ
ま
い
、
そ
の
事
で
御
ざ
る
今
日
む
こ
入
を
致

す
（
虎
明
本
狂
言
・
鶏
知
耳
）

68

ﾈ
ふ
お
そ
ろ
し
や
、
あ
れ
に
ば
け
物
が
有
、
大
仏
の
し
ゃ
か
．
・
、
三
州
翻

 
剖
と
存
し
た
が
そ
れ
よ
り
お
う
き
な
（
言
明
本
狂
言
・
な
ま
ぐ
さ
物
）

69

?
X
、
し
ゅ
す
の
き
ゃ
は
ん
を
ふ
断
仕
て
る
る
程
に
、
随
分
筆
意
ざ
る

 
（
薄
明
本
狂
言
・
粟
田
口
）

 
㈹
と
㈹
は
、
よ
く
似
た
文
で
あ
る
が
、
6
0
の
ほ
う
は
、
「
孝
行
に
し
て
く
れ
」

と
い
う
依
頼
の
表
現
に
関
わ
り
、
⑳
の
ほ
う
は
、
孝
行
を
尽
く
す
程
度
に
関
わ

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
の
個
の
例
も
、
か
な
り
の
程
度
を
表
現
す
る
意
味
合

い
の
強
く
感
じ
ら
れ
る
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
ら
、
次
第
に
程
度

の
表
現
に
傾
い
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

 
ま
た
、
抄
物
に
多
く
み
ら
れ
た
、
「
相
当
に
す
ぐ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
表
す
「
随

分
の
入
」
「
随
分
と
思
」
の
よ
う
な
用
法
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
連
体
修
飾

語
と
な
っ
て
い
る
例
は
、

㈱
随
分
の
遊
び
ず
き
ひ
と
つ
な
る
口
の
お
と
こ
、
（
本
朝
二
十
不
孝
 
五
）

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
遊
び
好
き
」
の
程
度
が
か
な
り
高
い
こ
と
を
あ
ら
わ
す

も
の
で
あ
り
、
抄
物
に
お
い
て
連
体
修
飾
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
は
意
味
が
異

な
っ
て
い
る
。

六 
明
治
時
代
以
降
も
、
A
，
B
二
つ
の
用
法
が
み
ら
れ
、
『
改
正
増
補
 
和
英

語
林
集
成
第
三
版
（
明
治
一
五
年
）
』
に
、
「
随
分
」
の
意
味
は
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。

N
¢
一
〇
d
⊂
Z
 
ズ
ヰ
ブ
ン
 
随
分
重
く
8
一
Φ
鎚
⊆
純
§
。
。
・
α
q
。
。
仙
⇔
ω
。
ぎ
二
白
馬
雪
8
。
。

副
詞
「
随
分
」
な
ど
に
つ
い
て

乱
＝
巴
ヨ
一
け
o
h
．
嘆
Φ
け
蔓
を
①
＝
”
p
。
。
ヨ
嘗
9
p
ω
0
8
。
。
一
三
2
N
三
σ
＝
前
念
ξ
ロ
震
一
ー

ヨ
p
。
・
げ
。
．
凶
け
≦
≡
α
o
竃
簿
ξ
≦
Φ
＝
冨
信
一
σ
ロ
置
」
o
N
口
巳
轟
け
冨
．
冨
ω
σ
Φ
8
ヨ
⑦
只
Φ
け
身

一
N
巳
σ
巷
箆
≦
o
房
ロ
冨
ぢ
げ
Φ
p
。
・
8
掃
ど
一
p
ω
℃
o
ω
ω
一
σ
一
Φ
．
冨
き
ユ
、
ぢ
さ
．

 
佐
伯
哲
夫
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
後
大
正
時
代
末
ま
で
、
「
で
き
る
だ
け
、

精
一
杯
」
の
意
を
表
す
物
と
か
な
り
の
程
度
を
表
す
も
の
と
の
両
用
法
が
見
ら

れ
る
が
、
後
者
の
ほ
う
が
優
勢
で
あ
り
、
係
り
先
は
サ
マ
的
な
も
の
が
優
勢
と

な
る
と
い
う
。

 
以
上
に
見
て
き
た
「
随
分
」
の
用
法
の
変
遷
を
、
簡
単
に
述
べ
る
と
、

1
 
「
そ
れ
ぞ
れ
、
分
に
応
じ
て
，
分
相
応
に
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
。
（
平

 
安
時
代
，
源
氏
物
語
、
仏
教
説
話
集
）

2
 
「
分
に
応
じ
た
範
囲
の
中
の
精
一
杯
、
で
き
る
か
ぎ
り
」
と
程
度
的
に
プ
 
 
田

 
ラ
ス
方
向
の
意
味
を
も
つ
。
（
平
安
時
代
，
源
氏
物
語
～
鎌
倉
時
代
，
軍
記
 
 
ω

 
物
語
）

3
 
 
「
で
き
る
か
ぎ
り
」
の
意
味
の
用
法
と
、
程
度
が
か
な
り
で
あ
る
こ
と
を

 
表
す
用
法
を
持
つ
。
（
室
町
時
代
，
軍
記
物
語
、
抄
物
資
料
～
江
戸
時
代
）

4
 
程
度
が
か
な
り
で
あ
る
こ
と
を
表
す
用
法
に
偏
っ
て
い
く
。
（
明
治
・
大

 
正
時
代
）

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

七
 
 
 
 
 
 
 
馳
 
 
 
、

 
次
に
、
「
随
分
」
と
意
味
用
法
の
上
で
，
類
似
す
る
語
を
い
く
つ
か
挙
げ
た
い
。

《
涯
分
》

 
漢
語
「
涯
分
」
は
現
代
語
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
が
，
か
つ
て
「
随
分
」

と
よ
く
似
た
意
味
用
法
を
持
っ
て
い
た
語
で
あ
る
。
大
漢
和
辞
典
に
は
「
か
ぎ



‘

り
。
身
分
相
応
の
程
度
。
本
分
し
と
あ
っ
て
、
名
詞
と
し
て
の
用
法
し
か
示
さ

れ
て
い
な
い
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
や
は
り
名
詞
と
し
て
の
用
法
が
初
め
に

み
ら
れ
る
。

ω
涯
分
浮
沈
更
問
誰
〈
が
い
ぶ
ん
ふ
ち
ん
さ
ら
に
た
れ
に
か
と
は
む
〉

 
（
菅
家
文
章
 
馬
弓
）

勿
「
正
成
、
不
肖
ノ
身
ト
シ
テ
、
此
一
大
事
ヲ
思
立
テ
候
事
、
涯
分
ヲ
不
計
二

 
似
タ
リ
ト
イ
へ
共
、
勅
命
ノ
不
軽
礼
儀
ヲ
存
ズ
ル
ニ
依
テ
、
身
命
ノ
危
キ
ヲ

 
忘
タ
リ
（
太
平
記
）

㈹
諸
芸
を
な
す
人
、
面
々
勢
所
得
有
（
拾
得
玉
花
）

ω
下
三
位
等
、
み
な
く
、
そ
の
位
を
得
た
ら
ん
に
ま
か
せ
て
我
意
分
あ
る
べ

 
し
。
（
拾
得
玉
花
）

㈲
上
膓
は
そ
の
ふ
る
ま
ひ
、
下
女
は
そ
の
分
に
て
、
お
の
く
の
ふ
る
ま
ひ
を

 
い
た
す
事
こ
そ
、
我
劉
ふ
る
ま
ひ
な
れ
（
拾
得
玉
花
）

㈲
我
身
の
無
道
心
を
か
へ
り
見
て
、
往
生
を
う
ら
思
と
、
潤
分
引
不
顧
、
決
定

 
往
生
を
思
と
何
が
よ
く
候
べ
き
（
一
言
芳
談
）

 
ω
働
ω
㈲
の
「
涯
分
」
は
、
自
分
の
本
分
と
い
う
意
味
の
名
詞
と
し
て
主
語
、

目
的
語
と
な
っ
て
お
り
、
修
飾
語
的
な
「
随
分
」
に
は
見
ら
れ
な
い
用
法
で
あ

る
が
、
㈹
㈲
の
例
は
、
「
随
分
の
」
の
用
法
と
類
似
し
、
言
い
換
え
て
も
さ
ほ

ど
不
都
合
は
な
い
。

 
こ
の
語
が
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
が
み
え
る
の
は
、
「
随
分
」
よ
り
も

時
代
が
下
る
。
そ
し
て
、
次
に
あ
げ
る
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
で
き
る
か

ぎ
り
、
精
一
杯
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
お
り
、
意
志
や
命
令
・
依
頼
の
表
現
を

伴
う
場
合
が
多
数
を
占
め
る
。

囚
依
頼
・
命
令
、
意
志
の
表
現
に
係
る
例

ω
細
々
二
音
信
ヲ
シ
テ
ソ
チ
カ
ワ
ル
サ
マ
ナ
ラ
ハ
コ
チ
ヘ
ナ
ン
ト
キ
モ
ワ
タ
レ

 
涯
分
ま
持
ヲ
ク
ワ
ヨ
ウ
ナ
ン
ト
・
云
ソ
（
史
記
抄
 
二
十
一
2
7
ウ
）

㈹
此
ニ
ハ
ア
マ
リ
亡
命
ノ
人
力
多
ク
ア
ッ
テ
大
義
ニ
オ
リ
サ
フ
ス
レ
ハ
少
々
我

 
等
力
方
ヘ
タ
マ
ワ
リ
テ
淵
直
接
（
史
記
抄
十
六
2
5
ウ
）

働
臣
下
ノ
カ
ヲ
蓋
イ
テ
涯
分
タ
ス
ケ
マ
ラ
セ
ウ
ス
ナ
ラ
ス
ハ
腹
ヲ
切
マ
テ

 
（
証
言
抄
 
五
6
オ
）

⑳
正
則
我
ハ
計
略
ヲ
ハ
淵
分
剴
ホ
ト
ニ
兵
法
ハ
ナ
ラ
ハ
ス
ト
モ
ト
云
ソ

 
（
蒙
求
抄
 
五
7
4
オ
）

⑳
辛
労
ヲ
随
分
セ
ラ
レ
ヨ
 
ソ
ノ
鳥
ノ
コ
ト
ク
ニ
ア
ラ
ウ
ソ
 
剰

 
サ
シ
メ
ト
励
ス
心
ソ
（
毛
詩
抄
 
九
6
オ
）

働
カ
イ
分
土
忍
セ
イ
ソ
（
毛
詩
抄
 
九
2
0
ウ
）

03
?
迥
�
ｵ
や
、
涯
分
舞
を
舞
ひ
季
（
謡
曲
 
道
成
寺
）

 
（
浄
瑠
璃
 
五
明
天
王
職
人
鑑
）

㈲
涯
分
（
が
い
ぶ
ん
）
亦
云
随
分
（
書
言
字
考
節
用
集
）

㈲
動
作
性
の
語
句
に
係
る
例

㈲
先
生
ノ
意
涯
分
忠
義
ヲ
守
レ
ト
モ
天
下
ヲ
シ
ナ
メ
テ
悪
ナ
ル
程
二
定
テ
詳
言

 
ア
シ
ク
ナ
ラ
ウ
ス
ト
云
也
（
四
河
入
海
 
十
七
ノ
一
二
7
ウ
）

㈲
初
心
ノ
者
ヂ
ャ
三
二
主
二
涯
分
奉
公
シ
テ
使
ワ
ル
レ
ド
モ
主
が
信
ト
モ
思
ハ

 
ヌ
ゾ
（
話
語
抄
 
四
5
6
ウ
）

 
「
身
分
相
応
の
程
度
」
か
ら
、
そ
の
分
に
応
じ
た
「
で
き
る
だ
け
、
精
一
杯
」

の
意
味
へ
の
移
行
は
、
「
随
分
」
と
共
通
す
る
。
し
か
し
、
「
涯
分
」
の
副
詞
と

し
て
の
用
法
は
こ
れ
に
と
ど
ま
り
ハ
「
随
分
」
の
も
う
一
つ
の
用
法
で
あ
る
、

状
態
性
の
語
に
か
か
っ
て
そ
の
程
度
を
強
調
す
る
用
法
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

CIOO］



体
言
と
し
て
、
相
当
優
れ
て
い
る
こ
と
を
表
す
用
法
も
生
じ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
り
、
用
法
の
ひ
ろ
が
り
は
「
随
分
」
よ
り
も
小
さ
い
。
そ
し
て
、
「
随
分
」

が
近
世
以
降
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
く
の
に
対
し
、
「
涯
分
」
の
ほ
う
は
衰
退

し
て
い
る
。

《
相
当
》

 
「
相
当
」
と
い
う
語
も
ま
た
、
漢
語
本
来
は
『
大
漢
和
辞
典
』
に
、
「
①
あ

ひ
あ
た
る
こ
と
。
互
い
に
あ
ふ
こ
と
。
②
力
が
互
い
に
つ
り
あ
ふ
こ
と
。
優
劣

が
な
い
こ
と
。
相
応
。
匹
敵
。
五
分
五
分
。
③
あ
て
は
ま
る
こ
と
。
理
に
か
な

ふ
こ
と
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
ち
ょ
う
ど
つ
り
あ
う
程
度
を
表
す
も
の
で
あ

っ
た
が
、
程
度
的
に
プ
ラ
ス
方
向
の
意
味
を
表
す
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
程
度

副
詞
の
用
法
を
持
つ
に
い
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
語
が
副
詞
と
し
て
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
比
較
的
最
近
で
あ
り
、
以
前
は
次
の
よ
う
に
、
「
当

て
は
ま
る
、
合
致
す
る
」
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ω
四
気
お
り
一
、
日
夜
、
朝
暮
、
貴
賎
群
集
の
多
少
、
百
座
・
少
座
の
當
気

に
よ
り
て
、
藝
人
の
時
…
機
音
、
時
の
調
子
の
五
音
、
相
当
せ
ず
は
、
當
気
和
合

あ
る
べ
か
ら
ず
。
（
拾
得
玉
花
）

『
日
葡
辞
書
』
に
は
、
「
Q
っ
。
8
・
サ
ウ
タ
ウ
（
相
当
）
巴
讐
母
F
（
相
当
た
る
）
ふ
さ

わ
し
い
こ
と
，
あ
る
い
は
，
あ
て
は
ま
る
こ
と
．
あ
讐
。
×
一
β
。
。
9
ρ
（
相
当
し

た
こ
と
）
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
」
と
あ
り
、
『
改
正
増
補
和
英
語
林
集
成
 
第
三
版
』

に
も
「
し
り
。
8
サ
ウ
タ
ウ
相
當
 
ω
巳
β
三
Φ
も
δ
冨
さ
美
馬
コ
σ
q
冒
Φ
8
ヨ
3
σ
q
・

碧
8
戦
位
犀
σ
σ
q
一
帥
コ
〇
三
8
巳
 
 
 
 
昌
”
気
”
『
戸
p
昌
o
h
二
8
ω
巳
β
σ
一
Φ
8
9
①

器
月
 
 
 
ω
ξ
F
8
σ
㊦
ω
巳
3
三
①
．
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
ま
だ
程

度
的
に
プ
ラ
ス
化
し
た
意
味
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

 
明
治
時
代
に
は
、

副
詞
「
随
分
」
な
ど
に
つ
い
て

働
此
男
は
こ
れ
が
道
楽
で
あ
る
。
赤
シ
ャ
ツ
相
当
の
所
だ
ろ
う
。
（
「
坊
ち
ゃ
ん
」
）

 
㈹
彼
は
加
持
、
御
心
、
虫
封
じ
、
降
巫
の
類
に
、
全
然
信
仰
を
有
つ
程
、
非

 
科
学
的
に
教
育
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
相
当
の
興
味
は
、
何
れ
に

 
対
し
て
も
昔
か
ら
今
日
ま
で
失
は
ず
に
成
長
し
た
お
と
こ
で
あ
る
。
（
「
彼
岸

 
過
迄
」
）

ω
僕
の
室
に
置
い
て
あ
る
荷
物
を
始
末
し
た
ら
、
行
李
の
中
に
は
衣
類
其
他
が

 
悉
皆
這
入
っ
て
ゐ
ま
す
か
ら
、
相
当
の
金
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
ふ
ん
で
す
。

 
（
「
彼
岸
過
迄
」
）

の
例
に
み
る
よ
う
に
、
あ
る
人
物
、
も
の
、
こ
と
、
な
ど
の
条
件
に
ふ
さ
わ
し

い
こ
と
、
当
て
は
ま
る
こ
と
を
表
す
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
㈹
ω
の
よ
う

な
例
は
、
程
度
が
か
な
り
で
あ
る
こ
と
を
表
す
用
法
に
近
い
。

 
今
日
で
は
、
「
当
て
は
ま
る
、
ふ
さ
わ
し
い
、
合
致
す
る
」
意
味
の
用
法
以

外
に
、

㈲
勘
定
を
、
四
千
百
二
十
五
円
と
ら
れ
た
の
は
、
是
非
も
な
い
こ
と
だ
っ
た
が
、

 
駒
子
に
は
相
当
い
た
か
っ
た
，
（
「
自
由
学
校
」
）

㈲
都
の
強
引
な
や
り
方
に
都
民
は
相
当
頭
に
き
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

 
（
「
文
藝
春
秋
」
1
9
9
3
・
1
2
）

の
よ
う
な
、
程
度
が
か
な
り
で
あ
る
こ
と
を
表
す
程
度
副
詞
用
法
も
一
般
に
み

ら
れ
る
。
ま
た
、

ω
堂
々
た
る
体
格
の
お
陰
で
、
ど
う
や
ら
、
相
当
の
紳
士
ら
し
く
見
え
て
き
た
。

 
（
「
自
由
学
校
」
）

の
よ
う
に
、
「
優
れ
て
い
る
、
立
派
で
あ
る
」
こ
と
の
程
度
が
か
な
り
で
あ
る
意

味
を
表
す
こ
と
も
あ
り
、
「
随
分
」
の
抄
物
資
料
に
み
ら
れ
る
「
随
分
／
人
」

の
用
法
と
類
似
す
る
。

（101）



 
ま
た
、
こ
の
語
は
現
代
中
国
語
で
も
、
転
化
し
た
用
法
と
し
て
、
程
度
が
高

い
こ
と
を
表
す
用
法
を
持
つ
ら
し
く
、
そ
の
点
も
興
味
深
い
。

《
か
な
り
》

 
「
か
な
り
」
は
、
「
よ
い
と
し
て
許
す
意
味
の
『
可
』
に
断
定
の
助
動
詞
『
な

り
』
の
つ
い
て
で
き
た
も
の
」
（
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
）
と
さ
れ
、

ω
彼
ハ
図
南
の
門
人
で
書
体
も
可
な
り
に
で
き
ヤ
ス
。
俳
譜
も
さ
う
お
う
に
や

り
や
す
。
（
「
安
心
楽
鍋
」
）
中
編
・
上
）

の
よ
う
に
「
相
応
」
と
並
ん
で
ま
ず
ま
ず
の
程
度
を
示
し
た
も
の
が
、
高
い
程

度
を
表
す
用
法
へ
と
や
は
り
プ
ラ
ス
方
向
の
変
化
が
見
ら
れ
る
語
で
あ
る
。
『
和

英
語
林
集
成
 
第
三
版
』
で
は
、

「
K
A
N
A
R
一
 
カ
ナ
リ
 
可
也
 
畳
く
8
δ
嘆
声
ざ
ヨ
一
＆
＝
昌
σ
q
≦
Φ
＝
も
。
ω
-

ω一

O
《
乱
一
一
α
。
．
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
ず
ま
ず
の
程
度
を
表
す
よ
う
だ
が
、

次
の
例
に
な
る
と
、
現
在
の
「
か
な
り
」
同
様
、
き
わ
め
て
で
は
な
い
が
高
い

程
度
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
と
れ
る
。

ω
可
成
野
鳥
に
も
出
逢
っ
た
。
（
「
め
ぐ
り
あ
ひ
」
）

㈲
代
助
は
二
人
の
子
供
に
奏
人
望
が
あ
る
。
艘
に
も
可
な
り
あ
る
。
兄
に
は
、

 
あ
る
ん
だ
か
、
な
い
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
。
（
コ
ニ
四
郎
L
）

ω
「
頭
も
悪
い
ほ
う
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
。
学
校
の
成
績
も
可
な
り
だ
っ
た
ん
じ

 
や
な
い
か
」
（
コ
ニ
四
郎
L
）

㈲
先
生
の
哲
学
を
鼻
か
ら
咽
に
し
て
吹
き
出
す
量
は
月
に
積
も
る
と
、
莫
大
な

 
謝
で
あ
る
。
「
煙
草
だ
け
は
可
な
り
呑
む
が
、
そ
の
外
に
何
に
も
無
い
ぜ
。

 
（
コ
ニ
四
郎
」
）

 
な
お
、
学
生
（
梅
光
女
学
院
短
大
二
年
生
）
の
指
摘
に
よ
る
と
、
「
と
て
も
」

や
「
非
常
に
」
相
当
の
程
度
表
現
と
し
て
、
「
か
な
り
」
を
よ
く
使
う
が
、
従

来
頭
高
型
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
「
が
な
り
」
を
平
板
型
「
か
な
り
」
と
発

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
ユ

回
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

《
よ
ほ
ど
》

 
現
代
語
で
は
「
よ
ほ
ど
」
「
よ
っ
ぽ
ど
」
の
二
語
形
が
あ
り
、
使
用
で
き
る

文
型
に
制
約
を
も
つ
。

①
「
…
な
の
は
、
よ
ほ
ど
…
な
の
だ
ろ
う
」
「
よ
ほ
ど
…
ら
し
く
、
…
で
あ
る
」

 
の
よ
う
に
、
あ
る
事
態
・
状
態
に
対
す
る
、
原
因
・
理
由
の
推
定
を
表
す
場

 
合
。

②
「
よ
ほ
ど
…
で
な
け
れ
ば
、
…
だ
ろ
う
」
の
よ
う
に
あ
る
事
態
・
状
態
と
な

 
る
、
条
件
を
示
す
場
合
。

③
「
A
は
B
よ
り
よ
ほ
ど
…
で
あ
る
」
の
よ
う
に
、
比
較
の
構
文
に
立
つ
場
合
。

④
「
よ
ほ
ど
…
し
よ
う
か
と
お
も
っ
た
」
の
よ
う
に
、
あ
る
行
動
を
と
ろ
う
と

 
思
う
気
持
ち
を
強
く
持
ち
な
が
ら
、
実
際
に
は
そ
の
行
動
の
実
現
を
と
り
や

 
め
た
こ
と
を
表
す
場
合
。

ほ
ぼ
、
以
上
の
よ
う
な
文
型
に
限
ら
れ
、
「
こ
の
ケ
ー
キ
は
よ
ほ
ど
お
い
し
い
」

の
よ
う
に
、
比
較
や
推
量
を
伴
わ
ず
に
程
度
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。

 
こ
の
語
の
も
と
の
語
形
は
「
よ
き
ほ
ど
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ほ
ど
よ
い
程

度
・
適
度
を
表
し
た
が
、

ω
位
は
勝
り
た
れ
ど
も
、
こ
れ
は
叶
は
ぬ
こ
と
あ
り
。
さ
り
な
が
ら
、
こ
れ
も

 
た
“
よ
き
程
の
上
手
の
事
に
て
の
料
簡
な
り
。
ま
こ
と
に
能
と
工
夫
と
の
極

 
ま
り
た
ら
ん
上
手
は
、
な
ど
か
い
つ
れ
の
向
を
も
せ
ざ
ら
ん
。
（
風
姿
花
伝
）

の
よ
う
に
、
き
わ
め
て
で
は
な
い
が
か
な
り
高
い
程
度
を
表
す
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
副
詞
と
し
て
の
用
法
は
、
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日
葡
辞
書
に
、

歳
。
弓
。
位
P
網
8
一
8
位
。
ヨ
ッ
ポ
ド
、
ま
た
は
、
ヨ
キ
ホ
ド
 
大
方
．
あ
ら
ま
し
．

例
，
8
⇒
。
8
8
ロ
。
苫
弓
。
α
。
9
ρ
＝
讐
p
一
富
．
（
こ
の
こ
と
を
よ
っ
ぽ
ど
聞
き
果

た
い
た
）
私
は
こ
の
事
を
あ
ら
ま
し
は
聞
い
た
＋

ま
た
，
都
合
よ
く
，
ほ
ど
よ
く
．
例
，
×
一
「
o
昌
。
宮
×
ヨ
き
網
8
℃
。
O
。
⇔
一
×
凶
暴
一
声

（
城
の
普
請
を
よ
っ
ぽ
ど
に
し
な
い
た
）
私
は
城
の
工
事
を
ほ
ど
よ
い
程
度
に

行
っ
た
。

と
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
江
戸
時
代
に
は
、
次
の
よ
う
に
副
詞
と
し
て
も
次
の
よ

う
に
か
な
り
高
い
程
度
を
あ
ら
わ
す
よ
う
に
な
り
、
現
代
語
と
同
様
の
比
較
の

構
文
も
み
ら
れ
る
。

圖
儒
者
と
い
ふ
奴
は
絵
程
博
識
な
者
だ
と
思
っ
た
ら
。
一
向
し
き
な
ト
ン
チ
キ

 
だ
ぜ
（
浮
世
床
・
初
編
上
）

㈹
論
語
読
の
論
語
し
ら
ず
よ
り
か
。
論
語
よ
ま
ず
の
論
語
し
ら
ず
の
方
が
よ
つ

 
ぼ
ど
徳
よ
（
浮
世
床
・
初
編
中
）

そ
し
て
、
和
英
語
聾
集
成
に
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
高
い
程
度
を

表
す
副
詞
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

団
○
＝
○
∪
○
ヨ
ホ
ド
帥
α
〈
．
〉
σ
q
お
鵯
ユ
＄
♂
σ
q
o
o
α
ヨ
遠
図
一
槍
語
。
ω
け
魯
＄
二
堵
純
。
「

9
①
ヨ
。
ω
ε
鋤
暑
く
Φ
蔓
 
（
和
英
語
林
集
成
第
三
版
）

こ
の
時
代
に
は
、
次
の
ω
㈲
㈲
の
よ
う
に
、
現
在
の
「
よ
ほ
ど
」
と
文
型
を
同

じ
く
す
る
例
が
多
数
を
占
め
る
一
方
、
ω
㈹
㈲
の
よ
う
に
、
推
量
や
比
較
の
表

現
を
伴
わ
ず
に
か
な
り
の
程
度
を
表
す
用
法
も
見
ら
れ
る
。

ω
釣
り
を
す
る
よ
り
こ
の
方
が
余
d
樹
洒
落
て
い
る
。
（
坊
ち
ゃ
ん
）

㈲
よ
く
先
生
が
品
切
れ
に
な
ら
な
い
。
余
d
稠
辛
抱
強
い
朴
念
仁
が
な
る
ん
だ

 
ろ
う
。
（
坊
ち
ゃ
ん
）

副
詞
「
随
分
」
な
ど
に
つ
い
て

㈲
翌
撲
り
つ
け
て
や
ろ
う
か
と
思
っ
た
。
（
坊
ち
ゃ
ん
）

ω
字
が
ま
ず
い
ば
か
り
で
は
な
い
、
大
抵
平
仮
名
だ
か
ら
、
ど
こ
で
切
れ
て
、

 
ど
こ
で
始
ま
る
の
だ
か
句
読
を
つ
け
る
の
に
禽
身
骨
が
折
れ
る
。
（
坊
ち
ゃ

 
ん
）

㈹
日
は
も
う
よ
ほ
ど
高
く
二
本
の
青
い
日
光
の
棒
も
だ
い
ぶ
急
に
な
り
ま
し
た
。

 
（
銀
河
鉄
道
の
夜
）

㈲
「
時
に
こ
の
池
ぱ
余
程
古
い
も
ん
だ
ね
。
全
体
何
時
頃
か
ら
あ
る
ん
だ
い
」
「
昔

 
か
ら
？
ど
の
位
古
い
昔
か
ら
？
」
「
何
で
も
参
樹
古
い
昔
か
ら
」
（
草
枕
）

 
な
お
、
ω
～
㈲
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
何
か
程
度
を
は
か
る
基
準
が
あ
る
よ

う
な
、
係
り
先
の
語
彙
的
な
制
限
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
用
法
が
縮

小
し
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
述
べ
た
い
と
思
う
。

八
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
釦

 
あ
る
対
象
の
持
つ
資
質
に
ふ
さ
わ
し
い
、
つ
り
あ
う
こ
と
を
表
す
語
が
、
よ
 
 
臼
つ

り
高
い
程
度
を
表
す
程
度
副
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
変
遷
過
程
を
い

く
つ
か
挙
げ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
副
詞
の
現
在
の
用
法
の
比
較
・
対
照
や
、
程

度
の
高
さ
の
は
か
り
方
に
関
す
る
分
析
、
類
義
語
と
の
交
渉
な
ど
、
今
回
考
察

に
及
ば
な
か
っ
た
点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注
1
．
佐
伯
哲
夫
（
1
9
8
0
）
は
、
三
遊
亭
円
朝
の
「
怪
談
牡
丹
灯
篭
」
に
み
ら

れ
る
「
随
分
」
の
用
例
を
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。
な
お
、
佐
伯
氏
の
挙

げ
ら
れ
た
用
例
は
S
を
付
し
、
抜
粋
し
て
記
す
。

〈
1
＞
「
で
き
る
か
ぎ
り
」
な
ど
の
意
義
を
持
っ
て
、
話
し
手
の
意
志
や
命
令
・

依
頼
な
ど
の
ム
ー
ド
に
係
る
用
法

 
S
①
誠
に
多
端
で
は
あ
る
が
閑
暇
の
節
は
随
分
教
へ
て
も
遣
ら
う



！

S
③
心
丈
夫
に
身
を
厭
ひ
随
分
大
切
に
奉
公
し
ろ

S
⑤
お
前
も
随
分
身
体
を
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い

〈
2
・
A
＞
「
大
い
に
、
十
分
」
な
ど
の
意
義
を
持
っ
て
、
話
者
の
予
測
に
関

 
わ
っ
て
い
る
用
法

 
S
⑦
マ
ー
少
し
落
ち
着
け
ば
風
が
は
い
っ
て
随
分
涼
し
く
な
り
ま
す

 
S
⑧
御
酒
も
随
分
気
を
散
じ
ま
す
か
ら

く
2
・
C
＞
結
果
的
状
態
に
視
点
を
お
い
て
、
そ
の
コ
ト
の
程
度
の
ひ
と
か
た

 
で
な
い
さ
ま
を
表
す
用
法

 
S
⑨
お
れ
も
随
分
道
楽
を
し
た
人
間
だ
か
ら

 
S
⑩
若
く
っ
て
独
り
者
で
居
る
か
ら
、
随
分
女
も
泊
ま
り
に
来
る
だ
ら
う

 
S
⑫
幽
霊
に
出
逢
た
な
ぞ
と
云
ふ
こ
と
も
随
分
あ
る
が

く
2
・
D
＞
サ
マ
の
程
度
や
コ
ト
の
起
こ
る
傾
向
の
程
度
が
相
当
に
大
き
い
こ

 
と
を
表
す
用
法

 
S
⑮
不
義
淫
奔
は
若
い
内
に
は
随
分
あ
り
が
ち
の
事
だ
が

そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

「
こ
れ
で
わ
か
る
の
は
、
牡
丹
灯
篭
に
お
け
る
副
詞
「
随
分
」
は
、
主
観
な
い

し
は
主
体
的
（
1
、
2
A
）
、
客
観
的
（
2
C
，
2
D
）
表
現
の
別
な
く
、
コ
ト
、

モ
ノ
、
サ
マ
の
頻
度
や
量
や
程
度
の
相
当
な
こ
と
を
言
っ
た
が
、
今
日
で
は
主

観
的
な
い
し
は
主
体
的
表
現
の
そ
れ
が
衰
滅
し
、
客
観
的
な
コ
ト
、
モ
ノ
、
サ

マ
の
頻
度
や
量
や
程
度
の
相
当
な
こ
と
を
言
う
語
に
用
法
を
縮
小
し
て
き
て
い

る
こ
と
で
あ
る
L

注
2
 
小
野
正
弘
（
1
9
8
5
）
は
中
立
的
な
意
味
を
持
つ
語
が
プ
ラ
ス
あ
る

 
い
は
マ
イ
ナ
ス
の
方
向
に
傾
い
て
い
く
語
義
変
化
の
類
型
に
属
す
る
語
を
集

 
め
て
一
つ
の
語
群
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
共
通
性
・
非
共
通
性
を
確
か
め
る
こ

 
と
を
提
案
し
て
い
る
。

注
3
 
和
漢
朗
詠
集
の
諸
本
に
関
し
て
は
、
今
西
祐
一
朗
先
生
の
御
教
示
を
い

 
た
だ
い
た
。

注
4
 
頭
高
型
「
か
な
り
」
と
平
板
型
「
か
な
り
」
と
で
、
用
法
に
違
い
が
あ

 
る
の
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
梅
光
女
学
院
短
大
二
年
生
4
3
名
対
象
）
を

 
試
み
た
が
、
例
文
の
可
・
不
可
の
判
断
に
平
板
型
「
か
な
り
」
自
体
を
「
お

 
か
し
い
」
と
感
じ
る
判
断
が
混
じ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
正
当
な
結
果
が

 
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
再
度
の
調
査
を
期
し
た
い
。

〈
参
考
文
献
〉
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哲
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1
9
8
0
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1
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9
）
「
副
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用
法
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変
遷
」
（
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文
学
5
7
』
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『
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代
語
の
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開
』
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書
院
）

小
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（
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8
5
）
「
中
立
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味
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意
味
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化
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い
て
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分
限
」
を
中
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に
し
て
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L
（
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国
語
学
』
1
4
1
）

原
田
 
芳
起
（
1
9
6
2
）
「
注
釈
の
混
態
に
つ
い
て
『
あ
ふ
な
あ
ふ
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』
と
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な
』
」
（
『
平
安
時
代
文
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彙
の
研
究
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書
房
）

山
口
佳
紀
（
1
9
8
5
）
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古
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落
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）
「
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分
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に

 
つ
い
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一
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』
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ど
』
『
い
っ
た
ん
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を
例
と
し
て
一
」
（
『
都
大

 
論
究
』
2
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号
）

小
林
可
奈
子
 
 
「
『
よ
ほ
ど
』
『
よ
く
よ
く
』
の
意
味
分
析
」

渡
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1
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7
）
「
比
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較
副
詞
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ほ
ど
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に
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い
て
i
副
用
語
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意
義
・
用
法
記
述
の
試
み
一
L
（
『
上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要
』
第
4
号
）

〈
本
文
中
に
記
し
た
も
の
以
外
の
主
な
資
料
〉

『
国
訳
大
蔵
経
』
第
一
巻
、
栃
尾
武
編
『
国
会
図
書
館
蔵
和
漢
朗
詠
集
 
内
閣

文
庫
蔵
和
漢
朗
詠
集
漢
字
索
引
』
新
典
社
、
栃
尾
武
編
『
貞
和
本
和
漢
朗
詠
集
』

臨
川
書
店
、
池
田
亀
鑑
編
『
源
氏
物
語
大
成
』
、
「
今
昔
物
語
集
」
「
愚
官
抄
」
「
宇

治
拾
遺
物
語
」
「
平
家
物
語
」
「
保
元
物
語
」
「
義
経
記
」
「
風
姿
花
伝
」
「
菅
家

文
章
」
「
拾
得
玉
花
」
（
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
岩
波
書
店
）
、
『
慶
弔
十
年
古

活
字
版
沙
石
集
総
索
引
』
勉
誠
社
、
『
中
華
若
木
詩
抄
』
勉
誠
社
、
「
史
記
抄
」

「
毛
詩
抄
」
「
蒙
求
抄
」
・
「
四
河
入
海
」
「
抄
物
資
料
集
成
』
、
『
大
蔵
虎
明
本
狂
言

集
の
研
究
』
表
現
社
、
『
大
蔵
虎
寛
本
能
狂
言
』
岩
波
文
庫
、
『
狂
言
記
の
研
究
』

『
続
狂
言
記
の
研
究
』
『
狂
言
記
拾
遺
の
研
究
』
、
『
近
世
文
学
総
索
引
 
井
原

西
鶴
』
『
近
世
文
学
総
索
引
 
近
松
門
左
衛
門
』
教
育
社
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副
詞
「
随
分
」
な
ど
に
つ
い
て


